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書 記 人  見  栄  作  君   

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．委員長あいさつ 

  ３．審査事項 

   〔総務部〕 

    ・総務部長あいさつ・職員紹介 

   〔総務課〕 

    ・議案第６０号 那須塩原市副市長及び教育長の給料月額の特例に関する条例の制定について 

    ・議案第５９号 平成２４年度那須塩原市一般会計補正予算（第１号） 
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    ・議案第６３号 那須塩原市税条例の一部改正について 

    ・議案第５９号 平成２４年度那須塩原市一般会計補正予算（第１号） 

   〔収税課〕 

    ・議案第６２号 那須塩原市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 

について 

   〔企画部〕 

    ・企画部長あいさつ・職員紹介 

   〔企画情報課〕 

    ・議案第５９号 平成２４年度那須塩原市一般会計補正予算（第１号） 

   〔秘書課〕 

    ・議案第５９号 平成２４年度那須塩原市一般会計補正予算（第１号） 

   〔市民協働推進課〕 

    ・議案第５９号 平成２４年度那須塩原市一般会計補正予算（第１号） 

   〔西那須野支所〕 

    ・西那須野支所長あいさつ・職員紹介 

   〔総務税務課〕 

   〔市民福祉課〕 

   〔産業観光建設課〕 
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    ・議案第５９号 平成２４年度那須塩原市一般会計補正予算（第１号） 

   〔塩原支所〕 

    ・塩原支所長あいさつ・職員紹介 

   〔総務福祉課〕 

    ・議案第５９号 平成２４年度那須塩原市一般会計補正予算（第１号） 

   〔箒根出張所〕 

   〔産業観光建設課〕 

    ・議案第５９号 平成２４年度那須塩原市一般会計補正予算（第１号） 

   〔選管・監査・固定資産・公平委員会事務局〕 

    ・選管・監査事務局長あいさつ・職員紹介 

   〔会計課〕 

    ・会計管理者あいさつ・職員紹介 

   〔議会事務局〕 

    ・議会事務局長あいさつ・職員紹介 

  ４．その他 

  ５．閉 会 

 



－5－ 

開会 午前１０時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○山本委員長 それでは、皆さん、おはようござい

ます。 

  時間少し早いんですが、皆さんおそろいですの

で始めたいと思います。 

  本日は、６月の定例議会の総務企画常任委員会

にご出席いただきまして、大変ありがとうござい

ます。 

  梅雨には入りましたが、きょうは青空が少し見

えて、審議をするにはさわやかな一日かなと思い

ます。 

  きょう、委員会は一日で多分終了するだろうと

いう予定でございますが、皆様におきましては慎

重に審議していただきまして、スムーズに委員会

が終わることを祈りまして、あいさつにしたいと

思います。 

  さて、本定例会では当常任委員会に付託された

案件は、条例案件が３件、補正予算案件が１件、

陳情１件の計５件でございます。なお、補正予算

の案件につきましては、関係所管課のところで随

時予算審査特別委員会に切りかえて審査を行うこ

とにしております。 

  委員各位におかれましては、慎重なる審査をお

願いいたしますとともに、円滑な進行にご協力を

くださいますようにお願い申し上げまして、私の

あいさつといたします。 

  それでは、座らせていただきます。 

  ただいまから、総務企画常任委員会を開会いた

します。次第により順次進めてまいりたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

    ◎総務部の審査 午前１０時００分 

○山本委員長 最初に総務部です。 

  初めに、成瀬総務部長からごあいさつをいただ

きまして、その後順次担当職員、今後説明員とし

て委員会に出席をいただきます職員の皆様におい

ては自己紹介をいただきまして、よろしくお願い

いたします。 

  では、部長、お願いします。 

○成瀬総務部長 皆さん、おはようございます。 

  ことしの４月１日から総務部長になりました成

瀬と申します。いろいろお世話になります。よろ

しくお願いしたいと思います。 

  総務部でございますけれども、過日の一般質問

でもありましたけれども、組織の改編がございま

して、審議監というものが、放射能対策担当でご

ざいますけれども、新たに設置されたところでご

ざいます。あわせて、総務課内に危機対策室とい

うことで危機対策担当、それと防災・消防担当と

いうことで新たに設置されたところでございます。

喫緊の課題であります放射能対策につきましては、

この審議監、危機対策室を中心に精いっぱい努力

をしてまいる所存でございますので、よろしくお

願いしたいというふうに思っております。 

  今回審査をお願いします案件につきましては、

先ほど委員長のほうからもありましたけれども、

条例の制定が１件、改正が２件、それと補正予算、

陳情ということでございます。原案のとおりご決

定いただけますように、よろしくお願いを申し上

げまして、簡単でございますけれども、あいさつ

にかえさせていただきたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

○山本委員長 よろしくお願いいたします。 

  それでは、順次自己紹介をお願いいたします。 

〔執行部自己紹介〕 

○山本委員長 大変ありがとうございました。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎総務課の審査 

○山本委員長 それでは、総務課の審査に入りたい

と思います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６０号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○山本委員長 まず、議案第60号 那須塩原市副市

長及び教育長の給料月額の特例に関する条例の制

定についてを議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

○和久総務課長 （議案の説明） 

○山本委員長 説明が終わりました。 

  それでは、各委員から質疑、ご意見等をお受け

いたします。 

  磯飛委員。 

○磯飛委員 第３条、教育長の件の勤勉手当の内容

とはどういうものなのか教えていただけますか。 

○山本委員長 課長、お願いいたします。 

○和久総務課長 これは、教育長につきましては一

般職員と同じ取り扱いになっておりまして、です

ので、勤勉手当がまず算式的に、期末手当の基礎

額というふうなものに職務給の加算額というふう

なものを加えまして、それに期間率そして成績率

というふうなものを掛けて算出するというふうな

ことになっております。 

  ちょっと細かい話になってしまいますが、その

期間率といいますのは、基準日が勤勉手当ですと

６月１日、それから12月１日というふうな２回基

準日があって、２回支給されるというふうなこと

になりますが、それ以前の勤務、どのぐらい勤務

していたのか、全部来ていれば100％というふう

なことになるのですが、そういうふうな期間率と

いうふうなものがあります。例えば、５カ月ある

いは４カ月とかというふうな勤務実態であります

と、それに応じて100％でなくて、例えば90％で

あるとか70％であるとかというふうなことになり

ます。 

  それから、成績率なんですが、これも勤務成績

が優秀であるとか良好でないとかというふうなと

ころがあるわけなんですが、それに応じて、100

分の97であるとか100分の84.5であるとかという

ふうなところを掛け合わせるというふうなところ

になっております。 

○山本委員長 ありがとうございます。 

  磯飛委員。 

○磯飛委員 余計わからなくなったんですけれども、

その中で、成績率はだれが査定するものなんです

か。 

○山本委員長 課長。 

○和久総務課長 これは基本的には、これは一般職

のお話になってしまいます。申しわけありません。

今、人事評価制度を導入しまして、それで評価を

しております。これについては、すべて今のとこ

ろ、勤務成績が優秀というふうなところで押さえ

ております。 

  それで、勤勉手当につきましては、評価Ｓ、Ａ、

Ｂ、Ｃ、Ｄというふうな５段階でやっているわけ

なんですが、下のほうのＣランクあるいはＤラン

ク、そちらが２期連続して続いた場合については

成績率のほうも考えましょうというふうなところ

にいます。 

  ですから、教育長の場合につきましても、勤務

成績が優秀な職員、平均的なところで押さえてあ

るというふうなことになっております。 

○山本委員長 よろしいですか。 
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  ほかに質疑、ご意見等ございますでしょうか。 

  ありませんでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、質疑、ご意見等ないよう

ですので終了したいと思いますが、ご異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認めます。 

  討論を許します。討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 討論ないようですので、討論を終了

したいと思います。ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないようですので、討論を終

了したいと思います。 

  それでは、討論がないようですので、採決をい

たします。 

  議案第60号 那須塩原市副市長及び教育長の給

料月額の特例に関する条例の制定については、原

案のとおり可決すべきものとすることにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議なしと認めます。 

  議案第60号については原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５９号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○山本委員長 それでは、ここで予算審査特別委員

会（第一分科会）へ切りかえて、審査を行います。 

  議案第59号 平成24年度那須塩原市一般会計補

正予算（第１号）を議題といたします。 

  最初に、執行部の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○和久総務課長 （議案の説明） 

○山本委員長 ありがとうございました。 

  説明が終わりましたので、各委員の皆様から質

疑、ご意見等をお受けいたします。 

  玉野委員。 

○玉野委員 ８ページの放射能対策ですね。 

○山本委員長 ８ページになります。 

○玉野委員 委託料のところに、作業試験、試験と

いうような課題が説明ありましたけれども、その

試験の対象になるものはどんなものであるのかと

か、それから数。試験をいつごろやって、いつま

で終わるということと、ちょっと戻ってしまいま

すけれども、試験体にはどういう地域を選んでい

るのか。また、それをここをやりましょうという

その選定に当たっての何か、何でここをやるかと

いうその選定の基準ということ。考えてみると、

市民としては興味のある案件ではないかと思いま

す。 

○山本委員長 それでは、除染作業の試験について、

課長。 

○和久総務課長 先ほど申し上げましたように、５

つくらい、民家であるとか農家であるとかという

ふうなところで、まだこれは実際どこのものとい

うふうなところは見えてはいないわけなんですが、

それぞれ１件を対象としまして、そこで、例えば

民家ですと庭があり、建物がありというふうなと

ころ。大体、農家と一般の家庭の民家というのは

そんなに変わらないかと思うんですが、そういう

ふうなところで雨どいをやるとか、あるいは屋根

をやるとか、植込み、植木、そういったふうなと

ころを予定をしております。あるいは、あとは側

溝等もあればというふうなことで除染が必要であ

るだろうというふうに考えられているところとい

うふうなところを実験的にやるというふうなこと
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です。 

  ですから、あとは集合住宅、アパートになりま

すと、まだ若干、余り庭があるところというのは

ないかと思いますので、若干形態が変わってくる

だろう。それと店舗型の住宅、それから別荘、別

荘についてはほとんど山の中といいますか、自然

豊なところでありますので、そうなると特に周り

にあります森林等の枝葉の影響とかというふうな

ことになるという形。 

  そういったところを５つぐらいの区分、家の状

況の違いで分けて、それで実験をしていきたいと

いうふうなところでございます。 

  時期等につきましては、早急にやっていきたい

というふうに考えておりますけれども、いつまで

とははっきりはというようなところであります。 

○山本委員長 よろしいですか。 

  若松委員。 

○若松委員 引き続いて。 

〔発言する人あり〕 

○山本委員長 課長。 

○和久総務課長 その地域もできればやはり高いと

ころというふうなものがあると思うんですが、た

だ、高いところばかりではなくて、低いところも

必要かと思うんです。低いところからどのくらい

やればどのくらい下がるのか、やはり幅が多分低

いところはそんなに出ないと思いますので、そう

いうふうなところもバリエーションが必要だろう

というふうには。 

○山本委員長 よろしいですか。 

  では、若松委員。 

○若松委員 先ほどの玉野さんの引き続きになって

しまうんですけれども、701事業の中の新規でや

られるということで、これは業者の設定などどう

なっているのかなというのと、それと地域除染活

動傷害保険なのかな、これ、これはどういうもの

に当てはまるのかなというのが聞きたいです。 

  それと、もう一点、４ページです。 

○山本委員長 じゃ、１つそこで止められますか。 

○若松委員 止めます。じゃ、その点。 

○山本委員長 課長。 

○和久総務課長 それで１つは保険のお話だったか

と思うですが、これは普通の一般的な傷害保険と

同じようなものです。ですので、それで何かけが

をしたとか、あるいは…… 

〔「放射能の影響というのは」と言う人あ

り〕 

○和久総務課長 というのは、放射能の影響という

のはなかなか判断できませんので、普通の傷害保

険と同じようなものというふうにご理解いただけ

ればと思います。 

  それともう一点、申しわけございません。 

〔「業者」と言う人あり〕 

○和久総務課長 業者のほうですね、業者のほうは

まだこれはこれからの話というふうなことになり

ますけれども、建設業界、建築協会、そちらとは

１度打ち合わせをして、今後どういうふうな契約

がいいのか。１件１件回って設計をしてというふ

うなことになるかと思うんですが、非常に時間が

かかる。それから、その除染をやるためには同意

も必要になるというふうなことでありますので、

そこら辺の方法をどういうふうにしたらいいのか、

全部委託がいいのか、あるいは役所のほうとその

委託業者のほうと役割分担をどういうふうにした

らいいのかというふうなところも今後詰めていか

なければならないというふうに思っております。 

○山本委員長 若松委員。 

○若松委員 そうすると、委託の件で業者がまだわ

からない。これ、業者を選定するのにはある程度

基準とかがあるのかなと思うんですけれども、こ

ういう活動とかというのと、それと今の地域除染
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活動傷害というんだから、多分私は普通の保険で

はなくて特殊な保険なのかなと思うんですけれど

も、その辺はどうなんでしょうか。 

○山本委員長 執行部に申し上げます。 

  お答えいただいて結構なんですけれども、せっ

かく担当の方もいらっしゃいますので、もし課長

よりわかる方がいらっしゃるようでございました

ら、ぜひ、説明員として出席をしていただいてい

るものですので、どなたでも一番説明できる方に

していただいても結構でございますので、よろし

くお願いいたします。 

  課長。 

○和久総務課長 では、保険のほうについては高橋

のほうで。 

○山本委員長 お願いいたします。 

○高橋危機対策室長 傷害保険につきましては、保

険会社のほうに補正の見積もりをとるときに確認

をいたしましたところ、特にその放射能という観

点では保険料の設定というものはないということ

で、通常の例えば道路清掃とかに出ている、そう

いったときのけがに備えたボランティア保険とか、

それと同じたぐいのものということで回答があり

ましたので、そのようにさせていただきました。 

○室井政策審議監 じゃ、業者のほう、いいですか。 

○山本委員長 どうぞ、室井さん。 

○室井政策審議監 業者については、建設業に当た

るかどうかというのも微妙なところなんです。実

は、建設するのではなくて、いわゆる掃除するだ

けなんで。そうすると維持管理、通常の維持管理

ということになると建設業法等には抵触しないと

いう部分もあるので、今後詰めていきたいという

ふうに思っています。 

  いずれにしても、今後補正が通れば入札をして

いくということになるかと思うんですが。 

  それと、９月補正にぜひその民有地も含めた補

正を反映していきたいというふうに考えているも

のですから、ただ単にその除染で線量を落とすと

いうだけではなくて、人工といいますか、いわゆ

る単価が幾らで人工どのぐらいかかるかという部

分まで割り出すその試験をやるというようなこの

委託事業であります。 

  以上です。 

○山本委員長 若松委員。 

○若松委員 ちょっとしつこいようで申しわけない

です。 

  そうすると、例えばそういう業者に頼んで、そ

れで放射能のちょっと濃度の上がった土のう袋と

か何か、それで使うと思うんですけれども、その

辺の処理方法というものまで含めたこの委託なん

だかどうなんだか。どうなんでしょうか。 

○山本委員長 審議監。 

○室井政策審議監 一応、土のう袋云々というのは

次の話でございまして、要するに仮置き場を見つ

けないと今言ったのは解決できないわけで、仮置

き場も並行的に今見つけているところがあって、

それで決まり次第、今言ったような形での例えば

土のう袋か、あるいはもっと違う容器になるか、

そのほかの方法等については今後検討するという

ことになりますので、一戸一戸、個別によって違

うということです。 

○山本委員長 若松委員。 

○若松委員 そうすると、それも含めたその委託と

いうことになるんですか。その掃除をして、除染

をして、受け取る場所とかなんかも含めなくては

ならないのかなと思うんですけれども、どうなん

でしょうか、委託というのは。 

○山本委員長 審議監、もう少しこう整理をしてわ

かりやすく説明をしていただければ。 

○室井政策審議監 委託の中に当然、じゃ除染した

ものをどうするんだというのは、その辺にほうり
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投げるわけにはいかないので、当然処理しなけれ

ばならないんですが、当面は基本形、今の基本形

は仮置き場ができるまではその発生場所で保管で

きないかということでお願いしているので、今ま

でどおり、仮置き場が見つからない場合には各住

宅のところへ埋設等をしていくというような保管

の形になって、この試験をするということになり

ます。 

○山本委員長 若松委員。 

○若松委員 いいですか、ちょっとしつこくて申し

わけないんですけれども。 

  そうすると、例えば試験的に、先ほど言ってい

た民地とか、アパートとか、それから別荘とかと

いう説明がありまして、そのところに仮置き場が

見つかるまで保管しなければならないという意味

だと思うんです。そうすると、それが決まった場

合に、今度はそこから委託した業者が、決まりま

したからと仮置き場まで輸送してくれるのか、や

ってもらった方がそこまで持ってくるんだか、こ

れはどういうことなんですか。 

○山本委員長 審議監。 

○室井政策審議監 仮置き場がまだ決定していない

ので、契約するときの仕様書というんですが、そ

この中には、その処分場仮置き場まで運ぶ運賃は

入っていないという設計を組みますので、現実的

には若松委員さんの店舗なら店舗のところを掃除

したとすると仮定すると、店舗のどこかの敷地に

埋設して保管するというまでの今回は作業になる

かと思います。 

○山本委員長 よろしいですか、若松委員。 

  すみません、この件に関して、ほかの委員の皆

様でもし質疑ありましたら、先に続けていきたい

と思いますが。 

  磯飛委員。 

○磯飛委員 じゃ、１点だけ確認の意味でお伺いし

ます。 

  この傷害保険はだれが対象になる保険なのか、

確認させていただきたいと思います。 

○山本委員長 室長。 

○高橋危機対策室長 基本的には、その地域除染に

参加される方それぞれに入っていただくというの

が前提で考えています。 

○山本委員長 磯飛委員。 

○磯飛委員 地域除染ということはちょっとずれた

考えだと思うんです。 

  各公民館に除染機とかそういった対策の道具を

配備しました。それを地域の方が借りて、除染作

業なんかした場合にも対象になる保険と考えてよ

ろしいんでしょうか。 

○山本委員長 室長。 

○高橋危機対策室長 地域除染というくくりですの

で、地域における除染作業、そういったものにか

かって参加された方については基本的にはその保

険で対応できるという形で考えております。 

○山本委員長 よろしいですか。 

○磯飛委員 はい、わかりました。 

○山本委員長 それでは、この放射能対策事業に関

する部分で、ほかの委員の皆様、あるいはほかの

部分で質疑、ご意見などございますでしょうか。

よろしいでしょうか。 

  それでは、若松委員、もう一つの部分について

お願いいたします。 

○若松委員 ４ページの文書購入費、201事業につ

いてお伺いいたします。 

  物すごくつまらないことなんですけれども、新

規で紙折り機ということで予算組んでありますけ

れども、平成15年からなのでちょっと機械が故障

しがちという説明がありましたんですけれども、

これは正直言うと、何台ぐらい買われるのか。あ

と、この紙折り機のもし使い終わったものの行く
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先をちょっと知りたいんですけれども。 

○山本委員長 課長。 

○和久総務課長 何台かというふうなところ、１台

でありまして、ここ本庁にしかございません。よ

く郵送でこういうペーパーをお送りするときに、

これを折るんですね、そのための機械というふう

なことになっています。それだけではありません。

３のやつを半分に折るとか、３つ折りにするとか

というようなことで用途に応じてこれを使うんで

すが、使い終わったやつにつきましては、多分、

すみません、これも契約の中での話になると思う

んですが、その契約した業者のほうで引き取りと

いうふうなことを通常なら用意していると思いま

す。 

○山本委員長 若松委員。 

○若松委員 では、それは業者の中で引き取り賃ま

で入った値段だと思うんですけれども、もしそれ

が違う、例えば同じ行政のほうの施設に持ってい

くということは可能なんですか、無理なんですか。 

○山本委員長 課長。 

○和久総務課長 持っていくこと自体は可能だと思

います。ただ、それが使えるか使えないか、使え

ない状況なので更新をしたいというふうなことで

ありますので。 

○若松委員 完全にだめなの。完全に壊れちゃった、

そうすると。 

○山本委員長 課長。 

○和久総務課長 完全ではありませんけれども、も

う故障が頻発しているというふうなことで。 

○若松委員 わかりました。 

○山本委員長 ほかに質疑、ご意見等ございますで

しょうか。 

  副委員長。 

○平山副委員長 ３ページの１項１目の先ほどの601

事業の中から、法務研修講師、例規集の研修会の

２日間で30万円なんですけれども、これはお１人

での賃金ですか。委託料というか、お１人、２日

間で。 

○山本委員長 課長。 

○和久総務課長 講師は１人の予定です。 

○平山副委員長 ２日間で30万円。 

○和久総務課長 はい。 

○平山副委員長 ありがとうございます。 

○山本委員長 よろしいですか。 

○平山副委員長 では、次の４ページで、小さいと

ころなんですけれども、１項14目の本庁管理費の

中で、301事業で新規で扇風機が出ていますよね。

これちょっと説明をお願いします。 

〔「財政だよ」「間違っている」と言う人

あり〕 

○山本委員長 後でお願いします。 

○平山副委員長 すみません。 

○山本委員長 よろしいですか。 

  では、ほかの委員の皆様、ご意見、ご質問ござ

いますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 よろしいですか。 

  それでは、ないようですので質疑、ご意見等終

了したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認めます。 

  討論を行います。討論はございますか。 

〔「省略」と言う人あり〕 

○山本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

いたします。 

  それでは、これより採決をいたします。 

  議案第59号 平成24年度那須塩原市一般会計補
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正予算（第１号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議なしと認めます。 

  議案第59号については、原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○山本委員長 それでは、総務課につきまして、そ

の他に入ります。 

  その他で何かございますでしょうか。 

  執行部の皆様、ございますか。 

  よろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○山本委員長 委員の皆様、何かその他でお尋ねに

なりたいことございますか。 

  よろしいですか。 

  それでは、ないようですので、これで総務課の

審査を終了いたします。 

〔「陳情があるんじゃないのか」と言う人

あり〕 

○山本委員長 審査は一応。 

  この次、陳情に入りますので、一応残っていた

だく方は残っていただいて、退席される方は退席

をしていただきたいと思いますので、暫時休憩と

いたします。 

 

休憩 午前１０時４０分 

 

再開 午前１０時４５分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎陳情第５号の上程、説明、質疑、

討論、採決 

○山本委員長 それではここで、陳情第５号「緊急

事態基本法」の早期制定を求める意見書提出を求

める陳情を議題といたします。 

  まず、陳情第５号に関し、執行部の考え方をお

伺いしたいと思います。 

  どちらが。 

  課長、よろしくお願いいたします。 

○和久総務課長 この「緊急事態基本法」ですが、

かなり、テロのとき、あるいは大きなこの間みた

いな震災であるとか、そういったときに迅速に対

応ができるような法律というふうなことでありま

すので、地方自治体がというふうなところ、法律

でありますから国というふうなことでありますの

で、こちらのほうを大局的に見て検討していただ

いたほうがよろしいのではないかなというふうな

案件になっております。 

  それから、ちょっとわからなかったのは、国民

保護法というようなものもありまして、そちらも、

これはもう法律になっているわけなんですが、そ

ちらとの関係がどういうふうになるのかなという

ものがちょっと疑問はあります。 

  以上です。 

○山本委員長 ありがとうございます。 

  ただいま、陳情第５号に関しましての考え方な

どをお伺いしたところですが、それでは、各委員

の皆様からのご意見等をお伺いしたいと思います。

皆様のご意見等いかがでございますか。 

  ございませんでしょうか。 

  玉野委員。 

○玉野委員 全く個人的ですけれども。 
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  今回のこういう災害は、今起きてこうなってい

るわけですけれども、もう一つの方向として一番

大事なことは、起きてしまったことを今後どのよ

うに福島、東日本、それに対してどういう手だて

をするのかということは、まだまだ国として国民

に対して出ていないと思うんです。まずその辺が

先であって、その後、これからという気がするの

で、私はこれに対してはまだまだ早いと思ってお

ります。 

○山本委員長 ほかの委員、磯飛委員。 

○磯飛委員 知っていたらで結構なんですが、この

陳情団体である栃木県フォーラムというのはどん

な団体、どのような活動をしている団体といった

ものがわかっていたならばお聞かせいただきたい

んですが。 

○山本委員長 いかがですか、どなたか、執行部お

わかりですか。課長。 

〔「調べては」と言う人あり〕 

○山本委員長 事務局ではないですね。 

  ということなんですが。 

○磯飛委員 わかりました。 

○山本委員長 磯飛委員。 

○磯飛委員 これは県内26市町は全部陳情出してい

るようなものはありますか。 

○山本委員長 では、事務局に説明をお願いいたし

ます。 

○事務局 では、磯飛委員からの質問でございます

が、今、県内全市議会あてに陳情が出されている

状況でございます。今定例会の中で各市議会のと

ころで審査を予定されているという状況でござい

ます。ただ、若干２市議会では議長預かりという

形で審査不要というところになっているようなこ

ともあるようでございます。 

  以上でございます。 

○山本委員長 磯飛委員。 

○磯飛委員 先ほど課長の説明の中にもあったんで

すけれども、震災等々については、我々、先程の

玉野委員の意見もあったように、単独の自治体で

もいろいろ考えていかなければならない部分もあ

ると思うんですが、今回の陳情の中身には国際的

な部分まで含まれているので、とても到底我々が

意見書を出していいのかどうか、それすら私とし

てはわからないので、もう少しこれらについては

審議の必要があるんじゃないかと思います。 

○山本委員長 ほかの委員の皆様、ご意見。 

  副委員長。 

○平山副委員長 表面的にはやはりちょっと反対し

にくい内容なんですけれども、やはりだんだん検

討して、会派としてもご相談したんですけれども、

公明党として、この内容にもありますように平成

16年５月には３党合意ということが出ていますけ

れども、やはりまだまだ緊急事態の、非常事態の

考え方をまだ今整理している段階で、現状では賛

成しかねないということが意見として上がりまし

た。 

  それで、この内容というかこの背景、この意見

書の背景にはその緊急事態を想定した集団的自衛

権というものの現状を列挙するためのものがある

と思うので、まだまだ党としても、緊急事態に対

する考えをもう一歩深く今整理をしている段階な

ので、現在としては検討または賛成はしかねない。 

○山本委員長 賛成はできないということで。 

  ほかの皆様、意見はございませんか。 

  関谷委員。 

○関谷委員 継続という形でよろしいと思います。 

  内容についてはいろいろな意見が出たとおりで

ありまして、３党合意の中でされてはいるけれど

も、現在のところ法律自体の審査がとまっている

という状況。それから、中身については、自然災

害も想定はされておりますけれども、武力攻撃、
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テロ等々も含んだ中身ということでありますので、

現時点で、我々のところで結論を出すにはもう

少々中身の精査が必要であろうというふうに思い

ます。 

○山本委員長 ほかの委員の皆様、ご意見ございま

すか。 

  植木委員。 

○植木委員 今の関谷委員がおっしゃいましたとお

り、また、先ほど磯飛委員のほうでもお話があり

ましたが、全く同感です。継続審査にしたらいい

と思います。 

○山本委員長 ほかの委員の皆様。 

〔「私はないです」と言う人あり〕 

○山本委員長 わかりました。 

  それでは、ほかにご意見がないようですので、

本件は終了したいと思いますが、ご異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、異議がないものと認めま

す。 

  討論を行います。討論ございませんか。 

〔「省略」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、討論は終結したいと思い

ますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 ないものと認め、討論を終結いたし

ます。 

  それでは、採決をいたしたいと思います。 

  皆様から意見をいただきまして、討論はなかっ

たので、ここで陳情第５号 「緊急事態基本法」

の早期制定を求める意見書提出を求める陳情は、

継続審査とすべきものに賛成の方の挙手を求めま

す。 

〔「継続」と言う人あり〕 

○山本委員長 継続審査とすべきものとすることに

賛成の方の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○山本委員長 ありがとうございます。 

  それでは、全員、継続すべきものに賛成という

ことでございますので、陳情第５号は継続審査す

べきものと決しました。 

  失礼いたしました。 

  それでは、これで陳情第５号の審査を終了いた

します。 

  ここで、執行部入れかえをいたしますが、10分

間の休憩をいたしたいと思いますので、この時計

で11時５分ということで再開したいと思います。 

 

休憩 午前１０時５５分 

 

再開 午前１１時０５分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎財政課の審査 

  財政課の皆さんがお見えになっておりますので、

最初に職員の皆様の自己紹介をお願いいたします。 

〔執行部自己紹介〕 

○山本委員長 ありがとうございます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５９号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

  それでは、今回、財政課関係の付託案件はござ

いませんので、これより予算審査特別委員会（第

一分科会）に切りかえて、審査を行います。 
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  それでは、最初に、議案第59号 平成24年度那

須塩原市一般会計補正予算（第１号）を議題とい

たします。 

  執行部の説明をお願いいたします。 

○伴内財政課長 （議案の説明） 

○山本委員長 ありがとうございました。 

  説明が終わりましたので、委員の皆様から質疑、

ご意見等をお受けいたします。 

  磯飛委員。 

○磯飛委員 ３ページなんですけれども、１項６目

の施設振興公社運営支援事業の中の補助金1,487

万円が計上されたわけなんですが、先ほどの説明

ですと、骨格前の内示額からいくと削減されて、

結果的には738万7,000円ほど骨格前に企画して削

減されていると思うんですが、その要因をお聞か

せいただきたいと思います。 

○山本委員長 課長。 

○伴内財政課長 ただいまのご質問でございますが、

今回の肉づけに対しましては、まだ骨格前の数字

を基本として、各補助金を担当する部署で内容を

精査した上での要求という前提がございます。 

  その中で、今回、施設振興公社から1,545万

1,000円の要求がございました。それで、財政課

といたしましては、人件費であるとか、その他事

業を運営する上で最低限のものはまず除いて、残

りについて一定の数字、一応掛けさせていただい

ております。今回、施設振興公社につきましては、

人件費等を除いた額、581万1,000円が削減可能で

あろうという額で整理をいたしました。全体の額

の約16％になっております。そのものに対して、

581万1,000円に対しまして、いわゆる消耗品であ

るとかそういった改善が可能であるというものに

一律10％を掛けさせていただいて、要求に対し58

万1,000円の減というような形で整理をさせてい

ただいたものでございます。 

  以上でございます。 

○山本委員長 磯飛委員。 

○磯飛委員 結構な金額が骨格外、内示額と比べる

と、先ほど申し上げましたように、大幅な削減に

なったということでそれはそれで結構だと思うん

ですけれども、施設管理運営上、首が出るという

か、管理がしっかりできないとかそういったこと

も当然精査した中なんでしょうけれども、そうい

った検証もされたんでしょうか。 

○山本委員長 課長。 

○伴内財政課長 今回、施設の管理ということで新

たに長寿センターが指定管理の対象となっており

ます。そういった部分で、これまでのほかの３施

設については長年実績がございましたので、そう

いった部分を精査しながら、必要額というものを

はじきました。特に、長寿センターにつきまして

はことしからという流れの中で、やはり初めて管

理する施設ということもありまして、一定の要求

に対してそれぞれかかる薬品代であるとか、必要

な部分は一応中身は整理をさせていただき、チェ

ックをさせていただいております。今般、特に４

月の当初、また連休明け、一時入浴施設がストッ

プしてというような状況もございますが、その内

容については正直施設の劣化というものがかなり

のようになっておりまして、今回緊急的に予備費

等などの対応で、早急に動くような形に持ってい

っておりますが、一応要求に対しては詳細に内容

は整理させていただいたつもりでおります。 

  以上です。 

○山本委員長 よろしいですか。 

  関谷委員。 

○関谷委員 引き続きということで、とは言いなが

らも、金額的には精査した中での500万円という

ところが改善可能であろうというふうに判断をさ

れたというところの主なものだけ聞かせてくださ
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い。 

○山本委員長 課長。 

○伴内財政課長 今回要求がありました内容として

は、その施設を維持する上でのいわゆる一般的な

消耗品関係とか、通信運搬費、いわゆる郵送料で

あるとか電話料であるとか、そういった部分もあ

る程度の額として積み上がっておりました。それ

と、施設を維持する上で必要な薬品代とかそうい

った部分もございますし、そういった内容一通り、

４施設に全部あるものですから、どれだけ本当に

必要なんだということをある程度整理はさせても

らいましたが、特にそういった経常的にかかる経

費、そういったものを中心に今回定率を掛けさせ

ていただいたということで、ある意味、予算科目

的には広く、薄くといいますか、本当に人件費、

いわゆる職員の人件費とか必要な経費、電気代な

んかが特に高いんですね。ですから、そういった

ものもこういう省エネということで節電をしてい

く時代ですので、ある程度そういったところには

努力してほしいということで整理をさせていただ

いているというのが現状でございます。 

○山本委員長 よろしいですか。 

  ほかにございませんか。 

  若松委員。 

○若松委員 よろしいですか、これ、場違いかもし

れないんですけれども、２ページの歳入の点で、

１項４目合併特例債ということで先ほど説明いた

だいたんですけれども、高林と豊浦、放課後児童

クラブということで、どんな整備事業に使われる

のか、もしわかりましたら。 

○山本委員長 課長。 

○伴内財政課長 今回、学校の児童クラブの増額要

求ということで担当課から上がってきております。

まず、当初の予算要求に対しまして、今回、児童

数の数が確定したという中で、１人当たり最低面

積があるということで伺っております。今回、豊

浦小につきましては当初120㎡での要求であった

んですが、それが実際には140㎡ということで、

児童数が増加になったことに伴う設計関係の経費、

それが増額になっております。 

  それとあわせて、高林小学校の関係につきまし

ては、高林にいっております特定環境保全公共下

水道への接続に係る経費が当初の要求ではメータ

ー７円ということで、ある意味担当課としてはざ

っくりとした数字で要求がございました。今回精

査をする中で、やはりその深さであるとか、延長、

また曲がりによってはボックスをつけなければな

らないと、そういうことで詳細に設計をした結果、

相当額の増額が必要になるということでの要求で

ございます。 

  合わせて、今回の裏負担ということで特例債を

570万円入れたということで、全体では600万円強

の事業費としては増額になると思います。 

  以上です。 

○山本委員長 よろしいですか。 

○若松委員 了解です。 

  あと１点いいですか。 

○山本委員長 若松委員。 

○若松委員 ちょっと細かいんですけれども、４ペ

ージの庁舎管理費、301事業ということで書いて

あります扇風機の説明があったんですけれども、

私極端に考えると、風で書類が飛んだりなんかと

いうことは、そういうものも含めて扇風機にした

んだかとか、ちょっとその辺。 

○山本委員長 課長。 

○伴内財政課長 風の影響は多分にないとは言えな

いと思うんですが、それぞれ事業をとる上でみん

な工夫してもらえれば、書類等についてはそんな

飛ぶような台数いっぱい入っているわけではない

もんですから、１島に１つということで、何とか
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それで夏を乗り切ってほしいという思いで導入し

たものでございます。 

○若松委員 了解しました。 

○山本委員長 ほかにございますか。 

  植木委員。 

○植木委員 関連でいいですか、すみません。 

  今の関連でなんですが、この扇風機、うちの事

務所あたりもクーラーを日中全部、夏じゅうかけ

ているよりも、ちょっと扇風機に切りかえて少し

そよそよしたぐらいの形のほうが健康にもいいし、

ずっと冷えきりっ放しよりもそういう対応をした

ほうがいいし、今聞きましたら、電気量も30分の

１ぐらいに…… 

〔「試算ではそのように」と言う人あり〕 

○植木委員 試算ではそのようになっているという

ことなんで、ぜひこれは進めていていただいて、

さらに関連施設などにもそういうふうな対応を少

しでも、できるところはしていったほうがいいの

ではないかと、意見でございます。 

○山本委員長 それでは、玉野委員。 

○玉野委員 植木さんの続きなんですけれども、１

台エアコンをとめると30倍ということがありまし

たけれども、とめるということですか、エアコン

を。 

○山本委員長 課長。 

○伴内財政課長 エアコン１台というか、でっかい

建物ですので、地下で冷温水器を動かすというこ

とになるんです。それを動かすことによって全体

的に緩和したり、いろいろな形でいろいろな附属

設備が全部電気で動くわけなんです。ですから、

そういったものをもろもろ積み上げると約90kwを

超えるということですので、場合によってはこう

いったところのファンも回さなければならないと

いうことにもなりますので、庁舎全体でみると、

30倍ぐらいエアコン入れるとかかってくるという

ような試算になっております。 

  以上です。 

○山本委員長 よろしいですか、玉野委員。 

  磯飛委員。 

○磯飛委員 引き続き関連なんですけれども、小さ

な細かいことなんですけれども、扇風機で予算的

には41万8,000円と低額ではあるんですけれど

も、台数的に140台ということで、この購入先、

単価的にも2,300円と非常に低額なんですけれど

も…… 

〔「2,980円」と言う人あり〕 

○磯飛委員 2,980円、ちょっと高いな。 

  だけど、これは地元の電気屋さんから買うか、

あるいはどういった業者さんから購入するお考え

なのか、その辺確認させていただきたい。 

○山本委員長 課長。 

○伴内財政課長 今ご質問のように、台数が台数で

すので、やはりできるだけ安価にもちろん導入し

たいというのは考えております。ある程度、見積

もり徴集による対応になるのか、または台数がま

とまっていますので、入札等を行った上で対応す

るかについては、今後、契約検査課のほうとも調

整をしながら進めたいとは思っておりますが、基

本的には市内事業者というものを前提には考えた

いと思っています。 

  以上です。 

○山本委員長 磯飛委員。 

○磯飛委員 金額の終わった金額、以前に教育部関

係で小中学校にテレビを購入するということで高

額な金額になった。そのときには、地元の業者さ

ん等々で購入ということで進んだと思うんですけ

れども、今回は少額ではありながらも台数が台数

なので、地元の電気屋さん、事業を展開している

人なんかも金額が安いからということではなく、

やっぱり気になる部分だと思いますので、その辺
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も考慮した上でご検討いただけるよう要望してお

きたいと思います。 

○山本委員長 ほかにございますか。 

  平山委員。 

○平山副委員長 関連なんですけれども、単価が

2,980円というのは安くはないですね、中層のメ

ーカーで見ると。ピンからキリがあるんですけれ

ども。もし、今回入札とかで単価が落ちましたら

台数をもっとふやして、もうちょっと隅々までい

ってほしいなということを要望しておきます。 

○山本委員長 ほかにご意見、質問などございます

でしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 よろしいですか。 

  それではないようですので、質疑、ご意見等を

終了したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認めます。 

  討論を行います。討論はございませんか。 

〔「省略」と言う人あり〕 

○山本委員長 討論がないようですので、終結した

いと思ますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

いたします。 

  それでは、これより採決をいたします。 

  議案第59号 平成24年度那須塩原市一般会計補

正予算（第１号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議なしと認めます。 

  議案第59号については原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○山本委員長 それでは、財政課につきまして、そ

の他に入ります。 

  執行部のほうで、何かその他ございますでしょ

うか。 

〔「特にありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 委員の皆様、何かその他でございま

すか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 その他ないようですので、財政課の

審査を終了いたします。 

  大変お疲れ様でございました。 

  ここで、執行部の入れかえを行いたいので、休

憩といたします。 

 

休憩 午前１１時２７分 

 

再開 午前１１時２８分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎契約検査課の審査 

○山本委員長 契約検査課の皆さんがお見えになっ

ておりますので、最初に自己紹介をしていただき

たいと思います。よろしくお願いします。 

〔執行部自己紹介〕 

○山本委員長 それでは、今回、契約検査課関連の

付託案件はございませんので、これより予算審査

特別委員会（第一分科会）に切りかえて審査をい

たします。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５９号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○山本委員長 それでは、議案第59号 平成24年度

那須塩原市一般会計補正予算（第１号）を議題と

いたします。 

  執行部の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○舟岡契約検査課長 （議案の説明） 

○山本委員長 説明が終わりましたので、各委員の

皆様から質疑、ご意見等をお受けいたします。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 よろしいですか。 

  それではないようですので、質疑、ご意見等終

了したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認めます。 

  討論に入ります。討論はございますか。 

〔「省略」と言う人あり〕 

○山本委員長 討論ないようですので、討論終結い

たしたいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認め、討論終結い

たします。 

  これより採決をいたします。 

  議案第59号 平成24年度那須塩原市一般会計補

正予算（第１号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議なしと認めます。 

  議案第59号については原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○山本委員長 それでは、次にその他に入ります。 

  契約検査課のほうで、何かその他ということで。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○山本委員長 委員の皆様ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 その他ないようでございますので、

契約検査課の審査を終了いたします。大変ありが

とうございました。 

  ここで、執行部入れかえのため、暫時休憩いた

します。 

 

休憩 午前１１時２９分 

 

再開 午前１１時３１分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎課税課の審査 

○山本委員長 課税課の皆様がお見えになっており

ますので、最初に職員の自己紹介をお願いしたい

と思います。 

〔執行部自己紹介〕 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６３号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○山本委員長 それでは、議案第63号 那須塩原市

税条例の一部改正についてを議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 
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  課長。 

○小林課税課長 （議案説明） 

○山本委員長 説明が終わりました。 

  委員の皆様から質疑、ご意見等をお受けいたし

ます。 

  よろしいですか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、ないようですので、質疑、

ご意見等終了したいと思いますが、異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議ないものと認めます。 

  討論を行います。討論ございませんか。 

〔「省略」と言う人あり〕 

○山本委員長 討論がないようですので、終結した

いと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認めます。 

  それでは、これより採決をいたします。 

  議案第63号 那須塩原市税条例の一部改正につ

いては、原案のとおり可決すべきものとすること

にご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議なしと認めます。 

  議案第63号については原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５９号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○山本委員長 それではここで、予算審査特別委員

会（第一分科会）へ切りかえて審査を行います。 

  議案第59号 平成24年度那須塩原市一般会計補

正予算（第１号）を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○小林課税課長 （議案説明） 

○山本委員長 説明が終わりました。 

  委員の皆様から質疑、ご意見等をお受けいたし

ます。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 よろしいですか。 

  それでは、ないようですので、質疑、ご意見等

終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認めます。 

  討論を行います。討論はございますか。 

〔「省略」と言う人あり〕 

○山本委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

いたします。 

  これより採決をいたします。 

  議案第59号 平成24年度那須塩原市一般会計補

正予算（第１号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議ないものと認めます。 

  議案第59号については原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○山本委員長 それでは、次にその他に入ります。 

  その他ということで、課税課のほうで何かござ

いますか。何か委員会に話。 

〔「ありません」と言う人あり〕 
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○山本委員長 委員の皆様ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、ないようですので、課税

課の審査を終了いたします。 

  ありがとうございました。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１１時４３分 

 

再開 午前１１時４５分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎収税課の審査 

○山本委員長 収税課の皆様がお見えになっており

ますので、職員のご紹介、自己紹介ということで

よろしくお願いいたします。 

〔執行部自己紹介〕 

○山本委員長 大変ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６２号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○山本委員長 それでは、議案第62号 那須塩原市

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部改正についてを議題といたし

ます。 

  執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○八木澤収税課長 （議案説明） 

○山本委員長 ありがとうございました。 

  説明が終わりましたので、委員の皆様から質疑、

ご意見等お受けいたします。 

  磯飛委員。 

○磯飛委員 指導員の日額２万円というのはどうい

う根拠で算定されたか、ご説明をお願いしたいと

思います。 

○山本委員長 課長。 

○八木澤収税課長 専門的な知識を持った方、資格

的にはもう税理士の免許も持っているような方に

お願いすることになります。そういう中で、全国

の事例も調べました。例えば、高いところですと、

九州のほうなんかは３万円とか２万5,000円とか、

日額です。それから、低いところでいうと、千葉

県なんかで袖ケ浦市とか匝瑳市、この辺は１万

8,000円と、そういう中で、関東信越国税局のほ

うからのちょっとあっせんもあったんですが、そ

ういう中で２万円というのは相場だろうというこ

とでお話を聞きまして、その金額に定めさせても

らったところです。 

  以上です。 

○山本委員長 磯飛委員。 

○磯飛委員 そこまで、先進事例とかそういったの

で調査された上で、また、指導を受けたというこ

とで、日額としては私としては了解しております。 

  そのほかに、地元でない方であった場合は交通

費とかそういったものもあるかどうかを確認させ

ていただきたいと思います。 

○山本委員長 課長。 

○八木澤収税課長 具体的には、今回お願いを予定

している方は喜連川のほうからいらっしゃるんで

すが、今、非常勤のこの条例の中では交通費を支

給するという項目が今のところ定めていないとい

うことなので、本当は遠いところから来ていただ

くので支給したいところなんですが、日額の中で
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とりあえず含めて支給すると、そういう形で考え

ております。 

○山本委員長 ほかにございませんか。 

  植木委員。 

○植木委員 やはり関連なんですが、前に議会の中

で、具体的な実務の指導、それから差し押さえ、

大口納税者の対応、それから滞納繰越分などを減

ずる対応をしてきて、また、職員のスキルアップ

のためにも必要だと、こんなふうな答弁がされて

おったわけですが、年間どのぐらい、例えば大口

の納税者なんていうのはあるんでしょうか。ある

いは、差し押さえにどの程度予定をしているのか。

その辺、わかる範囲でお答えいただければ。 

○山本委員長 課長。 

○八木澤収税課長 例えば固定資産税でいいますと、

  の答弁にありましたけれども、1,000万円以

上で約20件ぐらいはある状態です。それから、市

県民税でも100万円以上の滞納ですと五十件、六

十件というふうにあります。そういう中で、どの

ぐらいできるかというのはこれからやってみなけ

ればわからない部分はあるんですが、足利市が平

成22年からやっておりますので、そちらの事例で

説明いたしますと、足利市は、差し押さえの件数

でいうと、平成21年は591件でしたけれども、指

導員をお願いした平成22年は1,022件ということ

で約倍増しています。また、意図的な市税の滞納

額34億円あったそうですけれども、平成22年は31

億4,000万円に減ったということで、２億6,000万

円減額というか圧縮したということなのでそれな

りの効果はあるのかなということで、私どももそ

ういうふうになるような形で頑張りたいと思って

おります。 

  説明は以上です。 

○山本委員長 ほかにございますか。 

  玉野委員。 

○玉野委員 今課長の話に含まれているような気は

するんですが、冒頭で話された対応に難しい案件

というものですね。具体的にどうだと言えるのか

どうかわかりませんけれども、もしこういうこと

が具体的に難しい案件だということをお聞きでき

ればと思います。 

○山本委員長 課長。 

○八木澤収税課長 特に、ホテルとか旅館というの

は、やはり今まで頑張ってこられているところに

対して、どういうふうなやり方ができるかという

ところで、やっぱり職員としては、その対応で悩

むことが多いんですけれども、そういう中で専門

的な知識でアドバイス頂いた中で自信を持って取

り組みたいというか、そういうようなことで対応

したいなというふうに思っています。 

  また、執行停止なんていうのも形としてありま

すけれども、そういうところでもやはりこれはす

るべきなんだろうかというふうなところで悩むこ

ともあるんですが、そういった部分についてもス

ピード感を持って職員のほうで対応できるんじゃ

ないかというふうに思っております。 

  説明は以上です。 

○山本委員長 ほかにございますか。 

  副委員長。 

○平山委員 関連の話ですけれども、県外徴収担当

というのがちょっと抜けているんですけれども、

それはやはり月掛け13万とか、件数も一番多いん

ですけれども、割合、県内の場合は若干右肩稼働

ということだったんですけれど、これは過分に必

要だと感じるところから来る金額なんでしょうか。 

  また、同行訪問して、それから勉強していくと

いうことなんですけれども、今までに例えばそう

いう行った先で暴力を受けたりとか、そのような

事故とかはなかったんですか。 

○山本委員長 課長。 
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○八木澤収税課長 先ほど県外の徴収員の方ですけ

れども、こちらについては主に首都圏を中心に介

護者のところに訪問なり、電話なりして、徴収を

していただいているということで、月に約20日近

く働いてもらっているわけなんです。その報酬に

応じて35％掛けてお支払いしているという形のも

のです。 

  今回お願いするのは指導員ということで、私ど

もを指導していただくという方を今回お願いする

ものです。 

○山本委員長 よろしいですか。 

  ほかにございますでしょうか。 

〔「すみません、あと暴力関係ですけれど

も」と言う人あり〕 

○山本委員長 課長。 

○八木澤収税課長 私どもの言葉づかいとか態度に

は気をつけてやっていきますけれども、去年か、

ことしか、１件ちょっと新聞に載った事件があっ

たとは思うんですが、その辺のところしか私はち

ょっと把握しておりませんけれども。 

  以上です。 

○山本委員長 ほかにございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、質疑ないようですので、

質疑、ご意見等を終了したいと思いますが異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議のないものと認めます。 

  それでは、討論を行います。討論ございません

か。 

〔「省略」と言う人あり〕 

○山本委員長 ないようですので討論を終結したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認め、討論を終結

いたします。 

  それでは、これより採決をいたします。 

  議案第62号 那須塩原市特別職の職員で非常勤

のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正について原案のとおり可決すべきものとするこ

とにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議なしと認めます。 

  議案第62号については原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○山本委員長 それでは、次に、その他に入ります。 

  収税課でその他何かございますか。 

〔「特にありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 委員の皆様ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、その他ないようですので、

収税課の審査を終了いたします。 

  ありがとうございました。 

  以上で、総務部の審査が終了になります。 

  最後に、部長、その他何かございますか。 

○成瀬総務部長 特にございません。 

○山本委員長 それでは、ないようですので、これ

で総務部の審査を終了いたします。 

  お疲れさまでした。 

  それでは、ここで昼食のため休憩をいたします。

１時から再開いたします。よろしくお願いいたし

ます。 

 

休憩 午前１１時５６分 

 

再開 午後 １時００分 
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○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎企画部の審査 

○山本委員長 初めに、片桐企画部長からごあいさ

つをいただきたいと思います。 

  その後、順次出席されている職員の皆様の自己

紹介をお願いしたいと思います。 

  その後、審査に入りたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

  部長、お願いいたします。 

○片桐企画部長 企画部長の片桐です。改めまして

よろしくお願いしたいと思います。 

  先週の一般質問等でもありましたけれども、企

画部、４月から新たな組織ということで、政策審

議監２名配置になってございまして、また、協働

のまちづくり推進室ということで、市民協働推進

課の中に設置をされているところでございますの

でよろしくひとつお願いをしたいと思います。 

  また、本議会に提案をしております企画部から

の議案といたしましては、議案第59号 平成24年

度那須塩原市一般会計補正予算ということで、各

課より提案しているところでございます。慎重に

審議いただきますようお願い申し上げまして、私

からのあいさつとさせていただきます。 

○山本委員長 ありがとうございます。 

（出席説明員自己紹介。） 

○山本委員長 大変ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎企画情報課の審査 

○山本委員長 それでは、企画情報課の審査に入り

たいと思います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５９号の上程、説明、質

疑、討論、採択 

○山本委員長 今回、企画情報課関係の付託案件は

ございませんので、これより予算審査特別委員会

（第一分科会）に切りかえて審査をいたします。 

  最初に、議案第59号 平成24年度那須塩原市一

般会計補正予算（１号）を議題といたします。 

  執行部の説明をお願いいたします。 

○藤田企画情報課長 （議案第59号について説明。） 

○山本委員長 説明が終わりましたので、各委員の皆

様から質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  いかがですか。ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、ないようですので、質疑、

ご意見等を終了したいと思いますが、ご異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認めます。 

  それでは、討論を行います。討論はございません

か。 

〔「省略」と言う人あり〕 

○山本委員長 ないようですので、討論終結したいと

思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認め、討論を終結い

たします。 

  それでは、これより採決をいたします。 

  議案第59号 平成24年度那須塩原市一般会計補正

予算（１号）は原案のとおり可決すべきものとする

ことに異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議ないものと認めます。 

  議案第59号については、原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○山本委員長 それでは、次に、その他に入ります。 

  執行部のほうで、その他として何かございます

でしょうか。 

〔「特別にありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 委員の皆様ありますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、その他ないようでござい

ますので、企画情報課の審査をこれで終了といた

します。 

  大変ありがとうございました。 

  執行部入れかえのため、暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 １時 ５分 

 

再開 午後 １時 ６分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎秘書課の審査 

○山本委員長 秘書課の皆様がお見えでございます

ので、自己紹介のほうを、まずお願いしたいと思

います。 

（出席説明員自己紹介。） 

○山本委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５９号の上程、説明、質

疑、討論、採択 

○山本委員長 今回、秘書課関係の付託案件ござい

ませんので、これより予算審査特別委員会（第一

分科会）に切りかえて審査をいたします。 

  それでは、議案第59号 平成24年度那須塩原市

一般会計補正予算（１号）を議題といたします。 

  執行部の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○松江秘書課長 （議案第59号について説明。） 

○山本委員長 ありがとうございました。 

  説明が終わりましたので、委員の皆様から質疑、

ご意見等をお受けいたします。 

  ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、ないようですので、質疑、

ご意見等を終了したいと思いますが、ご異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認めます。 

  討論を行います。討論はございませんか。 

〔「省略」と言う人あり〕 

○山本委員長 討論はないようですので、終結したい

と思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認め、討論を終結い

たします。 

  それでは、これより採決をいたします。 

  議案第59号 平成24年度那須塩原市一般会計補正

予算（１号）は原案のとおり可決すべきものとする

ことに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○山本委員長 異議がないものと認めます。 

  議案第59号については、原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○山本委員長 それでは、次に、その他に入ります。 

  秘書課のほうで、その他として何かございます

か。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○山本委員長 委員の皆様ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、その他ないようですので、

秘書課の審査をこれで終了いたします。 

  大変ありがとうございました。 

  ここで執行部入れかえのため、暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午後 １時１０分 

 

再開 午後 １時１１分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市民協働推進課の審査 

○山本委員長 市民協働推進課の皆様がお見えにな

っていますので、最初に自己紹介をしていただき

たいと思います。 

  よろしくお願いいたします。 

（出席説明員自己紹介。） 

○山本委員長 大変ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５９号の上程、説明、質

疑、討論、採択 

○山本委員長 今回、市民協働推進課関係の付託案

件ございませんので、これより予算審査特別委員

会（第一分科会）に切りかえて審査をいたします。 

  それでは、議案第59号 平成24年度那須塩原市

一般会計補正予算（１号）を議題といたします。 

  執行部の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○大武市民協働推進課長 （議案第59号について説

明。） 

○山本委員長 大変ありがとうございました。 

  説明が終わりましたので、各委員の皆様から質疑、

ご意見等をお受けいたします。 

  若松委員。 

○若松委員 今の説明の中で、地域婦人会連絡協議会

運営費ということで、骨格的予算ついたということ

なんですけれども、これは各地域の婦人会のほうか

らの何か要望というか、こうしてほしいというのが

あってつけたのか何か、もし、わかりましたらお願

いしたいと思います。 

○山本委員長 課長。 

○大武市民協働推進課長 要望といいますか、骨格的

予算時点ではゼロにされたわけですが、当然これで

は活動できないということで、地域婦人会のほうと

協議して、どうしても当然事業の内容とすれば、市

への事業の協力ですとか、あとはボランティア活動

の参加と、そういったものやっていただいているも

のですから、どうしても必要だということで、今回

補正を上げるということにいたしました。 

  以上です。 

○山本委員長 若松委員。 
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○若松委員 そうすると各そういう市の行事に参加し

ているボランティアの婦人会がいると思うんですよ

ね。そういう方からの苦情とか何かは出たんですか、

この件について。 

○山本委員長 課長。 

○大武市民協働推進課長 当然、内示を受けたときに

ゼロですよということでは、当然なりたたないとい

うことですので、お話したときには当然苦情といい

ますか、できないという話は頂きました。 

○山本委員長 よろしいですか。 

  ほかにございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、ほかに質疑、ご意見等な

いようですで、質疑、ご意見等を終了したいと思い

ますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認めます。 

  討論を行います。討論はございませんか。 

〔「省略」と言う人あり〕 

○山本委員長 討論はないようですので、討論を終了

したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認め、討論を終結い

たします。 

  それでは、これより採決をいたします。 

  議案第59号 平成24年度那須塩原市一般会計補正

予算（１号）は原案のとおり可決すべきものとする

ことに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認めます。 

  議案第59号については、原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○山本委員長 それでは、次に、その他に入ります。 

  執行部のほうで、その他ということで何かござ

いますか、説明すること。特にございませんか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○山本委員長 委員の皆様いかがですか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、私が１つ質問したいこと

がございますので、副委員長に…… 

○平山副委員長 では、改めまして進めます。よろ

しいですか。 

○山本委員 その他ということで、新規で市民提案

型協働のまちづくり支援事業補助金というものが

出ていたんですけれども、６月の多分１日、補助

金のそのうちの受け付けを締め切っていると思う

んですね。その状況と今後どんな形でこれを進め

ていって審査をして決めていくのかについて、わ

かっている範囲で結構でございますので説明をい

ただけたらと思います。 

○平山副委員長 課長。 

○大武市民協働推進課長 市民提案型の協働のまち

づくり支援事業ということでご質問いただきまし

た。伺ったとおり６月１日で締め切って、その時

点で応募の件数が14件ございました。 

  中身については、今、事務局で予備審査という

ことで準備を進めているところです。予算が当初

予算で300万ほど補助金でいただいたんですけれ

ども、今、申請が上がってきた時点で補助金の額

合計してみますと、仮にすべての審査が通ったと

いうことになりますと500万を超える補助金の額

が必要になってしまうということで、ちょっと予

算がオーバーしているというような状況でござい

ます。それについては、審査が決定してから、ど

のような対応ができるのか検討していきたいと思

うんですけれども。 
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  今後の予定といたしましては、当然申請してき

た団体のほうでは早く着手したいという事情もあ

りますけれども、こちらのほうの審査の準備もあ

りますので、一応、今月中には審査、各団体に通

知をして、審査会を開きますよということをお知

らせしてプレゼンテーションを開く。審査して、

決定して、７月からは事業に着手できるような段

取りができればいいなというふうに現時点では考

えております。 

  以上です。 

○平山副委員長 委員長。 

○山本委員 ありがとうございます。 

  その中で、今14件あって、予算が300万円だと、

全部受けると500万円以上になるというお話だっ

たんですが、審査ですので、すべてを通すという

ことがありきではないと思うんですね。それにや

はり協働のまちづくりというものにきちっと企画

なり合ったものをとっていくと思うんですけれど

も、もし、その審査をしている過程で、プレゼン

などをやってみれば、どれも甲乙つけがたいとか、

あるいは14件のうちどうしても10件とりたいと、

合計したら300万を超えてしまうという場合に、

協働のまちづくりは、今の那須塩原市にとっては

それこそ骨格になる、中心になる後期のやっぱり

政策だと思いますので、当然のことというか、例

えば補正で100万足りなければ、100万を要求する

というような考えがあるのか、あるいはうわさで

は何かそれはどうかということもあったのですが、

その辺のところの考え方をお尋ねしたいと思いま

す。 

○平山副委員長 課長。 

○大武市民協働推進課長 例規のほうの要綱では、

一応予算の範囲内でという規定もございます。な

ので、そのしゃくし定規に言ってしまえば300万

で皆さんで分けるというか、こういう表現が正し

いかどうかは別として、300万の範囲内でやりく

りをするということになるわけなんですけれども、

そうしますと、最初始まった年から補助率にして

みますとずっと下がっちゃう。10分の８で始まっ

たところが、どのぐらいになるかわかりませんけ

れども  10分の５とか、あるいはそれ以下にな

る可能性もありますので、その辺については、私

どもとしてすぐにこの場でどうするということは、

ちょっと申し上げられませんけれども、内部でそ

の辺の対応については検討していきたいというふ

うには考えております。 

  以上です。 

○平山副委員長 委員長。 

○山本委員 その他ということですので、要望も入

るんですけれども、下野新聞に大きく載ったよう

に、非常にこの事業は注目をされているものだと

思いますし、今まで市単独補助金ではもらえてい

なかったような団体が申請をしているものだと思

うんですね。 

  やはり補助金は10分の８、上限80万円だよとい

うことを踏まえて出しているところもあるかと思

いますので、14件のプレゼンをきちっとやってい

ただいて、私としては300万円のところをきちん

と踏まえていただいて、やっぱり順番をつけてい

くしかないのではないのかなと思うんですね。何

か切りたくないということで、お金のほうを14で

割るような形にはしないで、本当にこれには必要

だというものをきちんとやっていただいて進めて

いただきたいというふうに、これは要望でござい

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○平山副委員長 はい。 

○山本委員長 それでは、また委員長変わります。 

  その他何かございますでしょうか。よろしいで

すか。 
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〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、その他ないようでござい

ますので、市民協働推進課の審査をこれで終了い

たします。 

  大変ありがとうございました。 

  以上で、企画部の審査がすべて終了となります。 

  最後に、部長のほうで、その他言い忘れたこと

何かございますか。 

○片桐企画部長 特にございません。 

○山本委員長 ありがとうございます。 

  それでは、ないようですので、これで企画部の

審査を終了いたします。 

  大変ありがとうございました。 

  それでは、ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 １時２２分 

 

再開 午後 １時２４分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎西那須野支所の審査 

○山本委員長 初めに、斉藤西那須野支所長からご

あいさつをいただきまして、順次担当の職員、今

後説明員として委員会に出席いただきます職員に

つきましては自己紹介をしていただきたいという

ふうに思っております。 

  それでは、最初に支所長、よろしくお願いいた

します。 

○斉藤西那須野支所長 皆さん、こんにちは。西那

須野支所長の斉藤です。 

  本日は、先ほど今、委員長からご説明ありまし

たように、直接議案第59号に関係する課は１課で

ございます。ですが、きょう６月の初めで、４月

以降の初めての議会ということで、自己紹介もあ

るということなので、３課それぞれ係長以上が参

加しております。後ほどご紹介いたしますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

  59号につきましては、産業観光建設課で田園空

間関係、あるいは工業団地関係の補正予算を出し

ておりますので、そちらのほうで後ほど関係課長

から詳しく説明させますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

  きょうは、本当に大人数でこちらのほうに出席

しました。議案のほうも補正予算１件ということ

ですので、よろしくご審議の上、ご検討くだされ

ばありがたいと思います。 

  よろしくお願いいたします。 

○山本委員長 それでは、総務税務課、市民福祉課、

産業観光建設課という順番で、申しわけございま

せんが自己紹介をしていただきたいというふうに

思いますので、よろしくお願いいたします。 

（出席説明員自己紹介。） 

○山本委員長 大変ありがとうございました。 

  今回は、総務税務課と市民福祉課におきまして

は付託案件がございませんので、せっかく来ては

いただいたんですけれども、ここで暫時休憩とし

て、執行部の退席を許します。よろしくお願いい

たします。 

 

休憩 午後 １時２７分 

 

再開 午後 １時２８分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５９号の上程、説明、質

疑、討論、採択 

○山本委員長 これより予算審査特別委員会（第一

分科会）に切りかえての審査といたします。 

  それでは、議案第59号 平成24年度那須塩原市

一般会計補正予算（１号）を議題といたします。 

  執行部の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○関谷産業観光建設課長 （議案第59号について説

明。） 

○山本委員長 ありがとうございました。 

  説明が終わりました。委員の皆様から質疑、ご意

見等をお受けいたします。 

  ございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、質疑、ご意見等ないようで

すので、終了したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認めます。 

  討論を行います。討論はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 討論ないようですので、終結したいと

思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認め、討論を終結い

たします。 

  それでは、これより採決をいたします。 

  議案第59号 平成24年度那須塩原市一般会計補正

予算（１号）は原案のとおり可決すべきものとする

ことにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議なしと認めます。 

  議案第59号については、原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○山本委員長 次に、その他に移ります。 

  何かその他ということで、執行部のほうで、何

か説明することございますか。特別ございません

か。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 委員の皆様、何かお聞きになりたい

ことございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、ないようですので、以上

で西那須野支所の審査は終了となります。 

  大変ありがとうございました。 

  執行部入れかえのため、暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 １時３４分 

 

再開 午後 １時３６分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎塩原支所の審査 

○山本委員長 初めに、君島塩原支所長からごあい

さつをいただきたいと思いますが、その後順次担

当の職員、それから、今後説明員として委員会に

出席をいただきます職員につきましては自己紹介

をお願いいたしまして、進めていきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 
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  支所長、お願いいたします。 

○君津塩原支所長 それでは、あいさつということ

ですので、24年度の第１回目の定例会ということ

で、私以下11名で参上いたしました。よろしくお

願いしたいと思います。 

  また、付託案件については１件でございますけ

れども、この後課長より説明をさせますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○山本委員長 ありがとうございます。 

  では、自己紹介をお願いいたします。 

（出席説明員自己紹介。） 

○山本委員長 大変ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５９号の上程、説明、質

疑、討論、採択 

○山本委員長 それでは、今回は市民福祉課関係の

付託案件ございませんので、これより予算審査特

別委員会（第一分科会）に切りかえて審査をいた

します。 

  それでは、議案第59号 平成24年度那須塩原市

一般会計補正予算（１号）を議題といたします。 

  執行部の説明をお願いしたいと思います。 

○君島総務福祉課長 （議案第59号について説明。） 

○山本委員長 すみません、先ほど総務というとこ

ろを市民福祉と申し上げ、大変申しわけございま

せんでした。 

  それでは、説明が終わりましたので、委員の皆様

から質疑、ご意見等をお受けしたいと思います。 

  何かございますか。 

  若松委員。 

○若松委員 ３ページの防災対策通信費用の中の  

新規で防災無線の免許取得ということで２名という

ことで、これは了解したんですけれども、もしこの

方が異動した場合はどうなっちゃうんですか。 

○山本委員長 課長にお願いいたします。 

○君島総務福祉課長 現在、塩原支所で免許を持って

いる者が３名いるんですが、同じ係にいないんです。

今回新たに２名を予算を計上するわけですけれども、

もし異動しても大丈夫なように、とりあえず今回２

名やって、２名一緒に異動はないということだと思

いますので、あとはできれば来年以降も新しい職員

を講習受けてもらって、免許を取得してもらうよう

には予定しております。 

  以上です。 

○山本委員長 よろしいですか。 

  ほかにございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、ないようですので、質疑、

ご意見等を終了したいと思いますが、ご異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認めます。 

  それでは、討論を行います。討論はございません

か。 

〔「省略」と言う人あり〕 

○山本委員長 ないようですので、討論を終結したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認め、討論を終結い

たします。 

  それでは、これより採決をいたします。 

  議案第59号 平成24年度那須塩原市一般会計補正

予算（１号）は原案のとおり可決すべきものとする

ことにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認めます。 

  議案第59号については、原案のとおり可決すべき
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ものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第５９号の上程、説明、質

疑、討論、採択 

○山本委員長 今回、産業観光建設課関係の付託の

案件というのはないので、予算審査特別委員会

（第一分科会）に切りかえて審査を続けたいと思

います。 

  議案第59号 平成24年度那須塩原市一般会計補

正予算（１号）を議題といたします。 

  執行部の説明をお願いいたします。 

  課長。 

○君島産業観光建設課長 （議案第59号について説

明。） 

○山本委員長 ありがとうございました。 

  それでは、委員の皆様から質疑、ご意見等をお受

けいたします。 

  関谷委員。 

○関谷委員 では、13ページの観光推進費の観光協会

への肉づけ部分なんですけれども、今回の肉づけの

要求額は幾らになっていたんでしょうか。 

○山本委員長 課長。 

○君島産業観光建設課長 当初の要求額といたしまし

ては、前年と同じく1,500万円ということで要求いた

しました。 

○山本委員長 関谷委員。 

○関谷委員 結果、328万5,000円の減ということです

が、この査定の内容をお知らせください。 

○山本委員長 課長、お願いいたします。 

○君島産業観光建設課長 最終的にはこのような額に

なったわけでございます。 

  査定の根拠といいますか、理由といたしましては、

人件費等の運営に係る部分につきましては、そのま

ま肉づけをする。肉づけといいますか認めると。そ

のほかの事業費等の予算の部分につきましては、

15％程度を削減をすると、圧縮をするというような

内容でございました。 

○山本委員長 関谷委員。 

○関谷委員 今回、当初予算、骨格的予算ということ

で、前年度の3,000万の要求に対して、骨格的で半分

の1,500万が当初つけられまして、それに基づき予算

編成方針が市長がかわりまして、大きく変わった中

で、この肉づけの６月時点に際しても各課の中で精

査をした上で肉づけ部分、つまりこの６月補正に向

けての要求額を決定されたものというふうに支所長

の説明の中で理解をしております。 

  その中で、今お聞きした中では、当初どおりの前

年同様の今回も残りの1,500万円を６月に向けても要

求をしたということは、各課の中で精査をした上で

も前年同様の1,500万が妥当であるということで要求

をされたということに、これまでのやりとりの中だ

と理解されるわけなんですが、にもかかわらず、そ

の中の15％程度といったものが減額されているとい

うところをもう少し明確にお示しいただきたいと思

います。 

○山本委員長 課長。 

○君島産業観光建設課長 当初の要求が満額というよ

うな  は要求はいたしました。 

  今回の予算編成の中で、事業の精査等を行いまし

て、それをもとにしてまた要求をするというような

流れになってきたとかと思うんですが、そのような

中で、具体的に特定のどの事業を実行するとか、そ

ういうようなところまではいきませんで、まず、去

年からの原発事故等における風評被害等による入り

込み宿泊客ほとんど、観光客の減少、またその前か

らも続いておりますが、右肩下がりの観光客宿泊入

り込み等の減少等がございまして、それらを払拭し

ていくためには、さらに今まで以上にいろいろイベ
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ントであったり、キャンペーン等であったりの事業

を展開していく必要があるであろうというようなこ

とも踏まえまして、当初は満額の要求をしたわけで

ございます。 

  そのような中で、内示等が出て、また採用という

ような、そういうような流れを踏んで、最終的な査

定額が出てきたところでございます。 

  それで仮査定、仮内示が途中で出たわけでござい

ますが、その中で各３地区の旧３町の観光協会の補

助金、それぞれ各所管課で見ているわけでございま

すが、それらに内示が、何ていうんですか、３観光

協会の統合等を視野に入れた中での予算の組み直し

といいますか、そのようなことでの結果といいます

か、査定が出まして、かなり減額になったわけでご

ざいます。 

  それを受けまして、本庁と各支所の観光の担当課

のほうでまた集まりまして、いろいろ協議をしたわ

けでございます。 

  そのような中で、当初を除けば、また満額の要求、

採用というのは、これはちょっと無理だろうという

ようなことでございまして、何とか現在やっている

事業を継続して実施をしていく中で、できる部分は

圧縮等をしていく。そのような考え方で、約１割減

の再要求というふうなことで、財政、担当課のほう

に上げたと、そのような経過でございます。 

○山本委員長 関谷委員。 

○関谷委員 ちょっと今の答弁で、先ほどの最後の

ところがちょっと混乱する部分なんですが、１割

減の要求ということは、先ほどのご説明で1,500

万要求したというふうなご答弁にお聞きしたんで

すが、１割減ということは1,350万でこの補正は

要求したということですか。確認させてください。 

○山本委員長 どうぞ、担当のほうでお答えいただ

いて結構です。 

  課長。 

○君島産業観光建設課長 失礼いたしました。 

  全体の額での１割減というようなことで、です

から、1,500万円当初はついておりましたので、

1,200万円の採用をするということです。 

○山本委員長 関谷委員。 

○関谷委員 今回の肉づけの補正に当たっては、精

査した結果の要求額が1,200万であったと、それ

に対しての1,171万5,000円がつけられたと、これ

でよろしいんでしょうか。 

○山本委員長 課長。 

○君島産業観光建設課長 経過としてはそうでござ

います。 

○山本委員長 関谷委員。 

○関谷委員 ということはであれば、おおむねほか

の補助金交付金の関係とほぼ同じような形である

かなということで理解をいたしました。 

  1,500万の要求に対して、満額のさらに要求を

されたという部分でのその精査がいかがなのかな

という疑問点を持ったので、このような質問をし

たことと、それに対して、一気に15％を掛けられ

る形で切られたような形では、これはちょっと他

の補助金の流れと違うかなという疑問を持ったも

のですから、お聞きした次第でありまして、今の

ご答弁であれば、十分に納得できる内容でありま

すので、了解でございます。 

○山本委員長 ほかに。 

  磯飛委員。 

○磯飛委員 今の関谷委員と関連しますが、大体関

谷委員の質問と同じだったんですが、補足の説明

要求ということで、特に関谷委員のご心配してい

たように、塩原の観光に対してＮＰＯの補助金、

その他もろもろの補助金が、例えば緑化推進協議

会、あるいは誘客対策宣伝、補正のほうにも載っ

ていますビジターセンター運営協議会等々の補助

を合わせると、減額が総体的に600万弱というこ
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とで、ほかの補助関係に比べますと総合的な総体

の減額が大きいという印象を持っております。 

  その他の市が単独でこれから行おうとする事業、

例えば太陽光とか、企業誘致等の事業に対する予

算に対する減額は大きい額はあるんですが、今述

べたように、塩原温泉関係の団体等々に対する補

助金の減額が大きい。総体的に大きく印象を持っ

ています。 

  それらについては、先ほどの関谷委員に対する

説明で了解したんですが、それらの減額に対して

担当局として、あるいは市として、その関係団体

への説明を行ったか、どのような説明を行ったか。

それに対して各種団体はどのような反応というか、

意見を持ったか。そういったことがやられていた

らば、それらの経緯、あるいは反応等々をお聞か

せいただければと思います。 

○山本委員長 課長。 

○君島産業観光建設課長 まず、一番大きいところ

で塩原温泉観光協会になります。一番最初の骨格

的予算の編成で方針等、また当初の数字等が出た

ときから始まりまして、観光協会の役員さん、ま

た事務局等にまずは市の方針等を伝えまして、金

額等も明示したところです。 

  予算の組み方、そして今後内容等を精査、吟味

等をして、必要なところは６月の補正で提示をし

てまいりますと、そういうような流れを説明いた

しまして、一応、そういう考え方につきましては、

了解をいただいたところではございます。 

  ただ、年間の事業の計画といいますか、総会等

は開いておりませんから、まだ確定した段階では

ないにしても、既に湯けむりマラソンであるとか、

フラワーウェディングであるとか、その事業等の

準備、告知から募集受け付け等が始まっているも

のもあるというようなこともございまして、対象

団体のほうも正直言って困惑をした部分もあった

かと思います。 

  そのような中で、当初は人件費、また一部の年

間の特に前半に行う、もうスタートしている事業

等の大まかな部分も減額いたしまして、半分の

1,500万円が計上されたわけでございますが、６

月の補正でどの程度まで要求が出されていくのか、

なかなかその時点ではまだ不明と申しますか、最

終的に今査定が内示が出ないと数字が見込めない

わけですから、そのような中で、事業等の、先ほ

ど申しましたように１個の事業を捨ててとか、あ

るいは圧縮して、なかなかちょっと難しかった部

分もあったかと思います。 

  すみません、長くなって申しわけないですが、

その中で、事業の計画、予算等を組むのに非常に

苦労をしていたわけでございますが、当初、町の

ほうには方針等を組んだ形として結果的に、例え

ば補助金の歳入、収入につきましては1,500万と

いうのが、それをもとにした予算等の組み立てを

行ったというような、そういうような経過がござ

います。 

  総会等の正式な場での発言とか、そういうので

はないんですが、やはり新しい会長さん、前の会

長代行さん、それぞれにつきましても、やはりい

つまでも同じような、ただ待っていて同じような

補助金が来るとか、そういうような時代ではない

よねと、やはり事業等を収益が、効率効果が上が

るような事業を精査して、これからやっていくと、

そういうような時代になっているんだろうと、そ

ういうようなお言葉もいただいております。 

  大ざっぱで申しわけありません。 

○山本委員長 磯飛委員。 

○磯飛委員 よくわかりました。最後の言葉で了解

です。 

○山本委員長 ほかに質疑、ご意見等ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 
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○山本委員長 それでは、ないようですので、質疑、

ご意見等を終了したいと思いますが、ご異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認めます。 

  討論を行います。討論はございませんか。 

〔「省略」と言う人あり〕 

○山本委員長 ないようですので、討論を終結したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認め、討論を終結い

たします。 

  それでは、これより採決をいたします。 

  議案第59号 平成24年度那須塩原市一般会計補正

予算（１号）は原案のとおり可決すべきものとする

ことにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○山本委員長 異議がないものと認めます。 

  議案第59号については、原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

  これで産業観光建設課の審査を終了いたしました

ので、塩原支所の審査はすべて終了となります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○山本委員長 最後に、その他ということで、支所

の皆さんは何かございますか。ありませんか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○山本委員長 では、委員の皆様、何か。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 磯飛委員、よろしいですか。 

○磯飛委員 はい。 

○山本委員長 それでは、塩原支所の審査をこれで

終了いたします。 

  大変ありがとうございました。 

  それでは、ここで15分の休憩といたします。よ

ろしくお願いいたします。 

 

休憩 午後 ２時０６分 

 

再開 午後 ２時１６分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎選管・監査・固定資産評価・公

平委員会事務局の審査 

○山本委員長 選管・監査・固定資産評価・公平委

員会の事務局    です。 

  初めに、古内選管・監査事務局長からごあいさ

つをいただきます。よろしくお願いします。 

○古内選管・監査事務局長 皆さん、改めましてこ

んにちは。 

  ことしの人事異動で選挙管理委員会並びに監査

委員会、公平委員会、固定資産評価審査委員会、

４つの行政委員会の事務局長として赴任しました

古内です。よろしくお願いいたします。 

  うちのほうの選管につきましては、審査する議

案がございませんので、今年度のこんなことがあ

るということを簡単にご説明させてもらってよろ

しいですか。 

  まず、選挙でございますが。 

○山本委員長 田代さんの紹介。 

（出席説明員自己紹介。） 

○古内選管・監査事務局長 まず、選挙の関係でご

ざいますけれども、ご存じのように12月８日に、

県知事の任期が12月８日までとなっています。で
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すから、30日前ですから、11月中下旬に、まだ正

式に決定しておりませんが、県選管の話によりま

すと、９月上旬ごろにはわかるのではないかなと

いうように言われています。 

  ということで、正式決定はそのころでございま

すけれども、11月中下旬に県知事選がある。 

  あわせて、県会議員の補欠選という話になりま

す。 

  あと、総選挙については、今のところ任期が不

透明な部分がございますが、満了になれば、来年

７月参議院、８月の衆議院という形にはなります

けれども、あとは来年にわたりまして４月に市会

議員の関係についても日程的にはまだまだこれか

らという形になっております。 

  実は、今度の全員協議会でご報告をさせていだ

く予定でございますが、投票所の見直し案という

ことで合併した、７年経過しておりますけれども、

投票所について見直しをやっていないということ

で、合併前をほぼそこに引き継いでいるというこ

とで、昨年の３月11日の大震災で、施設関係で老

朽化しているかどうか見ますと、相当古い建物が

あるということで、あとは、災害警戒区域に入っ

ているところも何カ所かございます。 

  そういった市民の安心・安全を第一に考えた場

合に、今のままで非常に不都合な部分がございま

すので、基準をつくりまして、そういった老朽化

施設とか、あとは、場所によりまして、投票立会

人さんがなかなか確保が難しいという場所もござ

いますので、そういったことも含めて、今回、見

直しで案を選挙管理委員会として策定いたしまし

た。 

  それを今回細かい話につきましては、金曜日の

全協でご報告させていただきたいと思うんですけ

れども、その後、７月に入りまして、パブコメ、

あとは関係する自治会長さんにご説明申し上げま

して、そして徹底していくという形で、11月に予

定、恐らくなるだろうと言われている県知事選ま

でに、周知期間も含めて十分対応していきたいと

いうふうに思っています。 

  あと、固定資産評価審査委員会というのがござ

いまして、ことしが３年連続の評価替えでござい

ます。今は２件ほど申し出、要するに評価が高い

ので下げてくれないかというような内容の審査申

し出が２件出ているのです。 

  ２日の土曜日に第１回目の固定資産評価審査委

員会を開きまして、どちらも形式審査ということ

で受理ということで決定しました。 

  今後、市のほうも弁明書その他もろもろ、話し

が出るかどうかわからないんですが、そういった

ものも含めて審査委員会として中身を十分審査す

るという動きがあるのが、今２件ございます。 

  選挙管理委員会としては……あと監査につきま

しては、例年どおり、５月に定例監査やりまして、

来月７月に決算審査、その後、９月から来年２月

にかけてまた定例という形で、これについては例

年どおりやっていくという形になっております。 

  大変雑駁でございましたが、うちのほうの関係

の今年度の簡単な予定としましては以上でござい

ます。 

○山本委員長 大変ありがとうございました。 

  それでは、委員の皆さんのほうから審査はござ

いませんが、何かお尋ねになりたいことはござい

ますか。 

  磯飛委員。 

○磯飛委員 あいさつについて質問。 

  今の説明の中で投票所の見直しということでご

説明を受けました。 

  まず、どういった方が投票所の見直しの審議と

いうか協議をしたか、どういうメンバーで、あと

は、震災とか老朽化の安全面を考えての直しとい
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う説明もありましたが、そのほかにいかにしたら

投票率が上がるというようなことも踏まえて見直

しというものを検討されたかどうかお伺いしたい

と思います。 

○山本委員長 局長お願いいたします。 

○古内選管・監査事務局長 まず、だれが今の案を

つくったかについては、選挙管理委員会、実は委

員の方が４名いらっしゃいます。委員長が１名、

あとの３名が委員という形で、これは４月の前で

す。２月、３月あたりから十分いろいろ現場見ま

してやってきまして、私が４月に赴任した後も、

引き続きいろいろ中で検討しまして案をつくって

いたということで、選挙管理委員会の４名の下に

事務局も入って今まで案をまとめてきたというこ

とになります。 

  もう一つのご質問で、投票率が上がる関係の見

直しをしたのかということにつきまして、今回の

見直しについては、まず、何といっても、先ほど

お話をさせてもらったように老朽化している施設

が余りにも多いものですから、それを解消すると

いう形を第一に考えたものですから、投票率をそ

のために上がるかどうかということについては、

基本的にはそこまでは考えておりません。 

○山本委員長 磯飛委員。 

○磯飛委員 なぜそんなことを聞いたかということ、

皆さんもご存じのように、私が住んでいるところ

の一区町、二区町の投票所が毎回最下位争いをし

ているものですから、自治会等々でも常に頭を痛

めて、どうにかして投票率が上がるような施策が

ないかということを協議している地域なものです

から、そういうお話を伺ったので、そういったこ

とも踏まえて協議されたかということです。 

○山本委員長 局長。 

○古内選管・監査事務局長 ちょっと補足しますと、

老朽化という形で見直しを考えていますが、特に

西那須野につきましては、駐車場が狭いとかとい

場所があります。そういうところについては、例

えば、赤田なんですけれども、赤田については駐

車場が狭くて危ない、そういった危ないところに

ついて、もちろん交通上危ないかつ駐車場が少な

いということは非常に投票しにくい。 

  別な今度は北赤田でしたっけ、大きな公民館が

できました。そこのほうが駐車場が広いという形

で、そういう場所を変更する部分もやっておりま

す。ですから、単純に古いだけではなくて、構造

的に危ない、もしくは駐車場狭い、そういったと

ころも主眼的に見直しやっていますので、それが

間接的に投票につながるという形にはなるんじゃ

ないかなというようには考えています。 

○磯飛委員 わかりました。 

○山本委員長 よろしいですか。 

 ほかにございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、これで終了したいと思い

ます。大変ありがとうございました。 

 なお、執行部入れかえのため暫時休憩といたしま

す。 

 

休憩 午後 ２時２４分 

 

再開 午後 ２時２５分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎会計課の審査 

○山本委員長 会計課の皆さんお見えでございます

が、今回は特に審査することはございませんので、
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最初に冒頭会計管理者からごあいさつをいただき

まして、これから説明をしていただくという。皆

様に自己紹介していただきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

○後藤会計管理者 皆様、改めましてこんにちは。

会計課長兼務の会計管理者、後藤でございます。

いつもお世話になっております。 

  会計課は４月に異動がありまして体制のほうが

多少変わりました。 

  自己紹介を私のほうから兼ねましてあいさつの

ほう一言申し上げたいと思います。 

  まず、こちらにおりますのが課長補佐の藤田で

ございます。歳入係長を兼務しております。 

○藤田会計課長補佐兼歳入係長 藤田です。どうぞ

よろしくお願いします。 

○後藤会計管理者 会計課のベテラン職員です。 

  こちらにおりますのが歳出係長で保険課から異

動してまいりました後藤係長です。 

○後藤歳出係長 後藤です。よろしくお願いいたし

ます。 

○後藤会計管理者 同じ後藤なんですが、年齢が親

子ほど違う。後藤係長が来たおかげで会計課も平

均年齢がグッと若返りました。よろしくお願いし

たいと思います。 

  まず、会計課の主な仕事、皆様既にご承知のと

ころご説明させていただきますが、主なものとし

ましては、市民の方々が納入してくださる税金と

か、国・県から来るお金を取り扱う、受け入れを

する歳入係のお仕事なのです。歳出係のほうは、

各課において仕事を完了いたしまして、最終的な

ものとして支払額が発生します。その支払いで回

ってきた書類を審査いたしまして、それで間違い

がないかどうかを確認した上で支出の事務を執り

行っております。支払いの審査につきましては、

私たちは常に市民に対して説明責任がきちんと果

たせるかということを頭に置いて厳しく審査を行

っております。ますます財政状況厳しくなってく

るわけでございますが、会計管理者といたしまし

ては、公金の保管に当たりまして、確実性が大事

ですので、安全、確実かつ少しでも有利な運用を

心がけて公金の管理を行ってまいります。 

  また、会計課の事務処理としましては、正確性

が第一ですので、正確かつ迅速に処理ができるよ

う職員一同、本年度また頑張ってまいりますので、

どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

  以上で、私のあいさつにかえさせていただきま

す。 

○山本委員長 ありがとうございました。 

  委員の皆さんから何かございますでしょうか。 

  磯飛委員。 

○磯飛委員 せっかく来たんで、つまらないことな

んですが、以前から気になっていたんです。 

  自分が議員になる前、民間の中でどうしようか

なと苦労したことがありまして、お金を預かって

いて、休みとか、休み前とか、そういったときの

お金の管理、説明できる範囲でいいんで、どんな

ふうな管理をしているのか。あるいは、お金だけ

にかかわらず、金にかわる県の証紙とか、収入印

紙とか、そういったものの管理をどうやっている

か。 

  私、民間ということでさっき話をしたんですが、

休みの前になっても、会社にある金を自分の家へ

持っていくのはいいんだけど、今度はここで泥棒

に入った大変だと、気が気でないという悩みがあ

ったんですけど、その辺はどんな規定があって管

理しているか。説明できる範囲で結構ですので。 

○後藤会計管理者 公金の受け入れにつきましては、

通常、指定金融機関であります足利銀行がまいり

まして、窓口で収納を行ってくれています。 

  足銀さんがいない時間帯は、会計課の職員のほ
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うでお預かりをしていますので、足銀さんが帰ら

れるまでの受け入れをしたお金につきましては、

足銀さんのほうできちんと確認して計算して銀行

のほうに持って行かれているわけです。 

  その後、夕方納めてくださるお客様もいらっし

ゃるわけですが、それは会計課のほうでお預かり

いたしまして、厳重な金庫室が備えておりまして、

火災とかにも大丈夫なような耐火金庫室で、大き

な部屋になっているんですが、そちらのほうに確

実に保管をしておきまして、翌日にまた足銀さん

が見えますので、引き継ぎをするというような形

をとっています。 

  各課においても、いろいろな手数料とかを現金

で預かる場合があります。それには小さい手提げ

金庫、毎朝、会計課の金庫室の中から持っていき

まして、また、夕方所定の位置がそれぞれあって、

中に小さなかぎがあって、さらに大きな外扉のか

ぎがあるんですけれども、そういったところに各

課の金庫も保管されている。 

  また、有価証券とか、いろんな証券関係ありま

すけれども、それもちょっと火事にあっても大丈

夫なように金庫室の中に保管をしてございます。 

○山本委員長 ありがとうございます。 

  よろしいですか。ほかにございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○山本委員長 それでは、大変ありがとうございま

した。これで   を終了したいと思います。 

  今後ともよろしくお願いします。 

  では、執行部入れかえのため暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午後 ２時３１分 

 

再開 午後 ２時３３分 

 

○山本委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議会事務局の審査 

○山本委員長 最後になりますが、議会事務局とい

うことで、最初に局長からごあいさつをいただき

まして、あと自己紹介をさせていただきたいと思

います。 

○斎藤議会事務局長 改めまして、皆さんこんにち

は。 

  本日は、常任委員会また予算審査特別委員会の

第一分科会の審査、大変ご苦労さまです。 

  事務局といたしましては、付託案件、上程の議

案はございませんので、しかし、平成24年度の初

めての常任委員会ということでございますので、

一言ごあいさつをさせていただきます。 

  議会事務局は、議員各位皆様のための事務局で

ございます。何なりと事務局にご要望を申しつけ

いただければありがたいと思っております。 

  是々非々で事務局も対応したいと思います。そ

れから、総務企画常任委員会といいますと、常任

委員会の中でも最重要部を担当する委員会でござ

います。 

  皆様には大変だと思いますが、しっかりやって

頂ければありがたいと思っております。 

  以上で、あいさつとさせていただきます。 

〔出席説明員自己紹介〕 

○山本委員長 大変ありがとうございました。委員

からは特にないと思います。また、今回付託案件

がございませんので、議会事務局につきましては、

これで終わりにしたいと思います。 

  今後ともよろしくお願いいたします。 

  議会事務局の皆さん、退席して頂いて結構でご
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ざいます。委員の皆さんは残ってください。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○山本委員長 それでは、続いて、４のその他に入

ります。 

○人見議会事務局書記 （その他について説明。） 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○山本委員長 それでは、これで、本定例会におけ

る委員会議事日程を全部終了いたしました。 

  本委員会の審査報告書は本職が作成し、議長に

提出いたしたいと思っておりますので、ご一任く

ださいますよう、よろしくお願いいたします。 

  これをもちまして、総務企画常任委員会を閉会

いたします。 

  大変お疲れさまでした。ありがとうございまし

た。 

 

閉会 午後 ２時５６分 

 




